
いつでも・どこでも・何度でも ひとりで学ぶミニ動画講座

各種ポイントを取得できます 社内研修に活用できます

プロジェクト
マネジメント

ステークホルダー
マネジメント

スコープマネジメント

資源マネジメント タイムマネジメント コストマネジメント リスクマネジメント

品質マネジメント 調達マネジメント コミュニケーション
マネジメント

プロジェクトマネジメント
一括購入

３部1章 プロジェクトとプロジェクトマネジメント
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４．プロジェクトマネジメントの定義

プロジェクトマネジメント（Project Management）とは、特定ミッションを達成
するために有期的なチームを編成して、プロジェクトマネジメントの専門
職能を駆使して、プロジェクトを公正な手段で効率的・効果的に遂行して、
確実な成果（Deliverables）を獲得する実践的能力（Capability）を
プロジェクトに適用することである。

定義

特別チーム

プロジェクト
マネジメント

価値創造
公正な手段

効率的遂行能力

効果的遂行能力

成果物獲得

実践能力

第１章 プロジェクトとプロジェクトマネジメント

【P 208】

３部2章 統合マネジメント
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ＷＨＯ ＨＯＷ

ＷＨＥＮ
ＨＯＷ ＭＵＣＨ

トレードオフ

スコープ
マネジメント

アーンドバリュー
マネジメント

コスト
マネジメント

品質
マネジメント

タイム
マネジメント

引き渡し管理

ライフサイクルマネジメント

報告・変更・課題管理

ワークパッケージ
ＷＨＡＴ

ＷＢＳ

プロジェクト
手順書

プロジェクト
組織

WBSを基準にしたベースライン ３．プロジェクト計画の作成

【P 231】

３部３章 ステークホルダーマネジメント
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２-１ ステークホルダーの特定 ２．ステークホルダーの特定

ステークホルダーの特定とは

プロジェクトオーナーとステークホルダー

「プロジェクトチャーター」、「プロジェクト組織図」などを基に、

プロジェクトに関与するステークホルダーの定量的および定性的な

情報を把握し、そこから利害、期待、影響度などを特定し、

「ステークホルダー登録簿」の作成を行うことである。

政府・行政

調達先
取引先

関連企業

金融機関
投資家
株主

受益者
ユーザー
消費者

地域住民

ＮＰＯ
ＮＧＯ
有識者

国際機関
援助機関

プロジェクトオーナー

経済的利害関係
環境側面での関係
社会的側面での関係

【P 245～P 246】

３部４章 スコープマネジメント
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ＷＢＳは、プロジェクトの目標を達成するために、プロジェクトの成果物や

フェーズに基づき、実行されるべきすべての作業を体系的に階層組織化して

表したもの。スコープマネジメントだけでなくタイムマネジネメント、コストマネ

ジメントの基礎データともなる。下位レベルになるほど詳細になる。

ＷＢＳとは何か

第１レベル 第２レベル 第３レベル 第４レベル

37.0  

ＸＸＸ

37.1  ＸＸＸ 37.1.1  

ＸＸＸ

37.1.1.1  ＸＸＸ

37.1.1.2  ＸＸＸ

37.1.2  

ＸＸＸ

37.1.2.1  ＸＸＸ

37.1.2.2  ＸＸＸ

37.2  ＸＸＸ 37.2.1  

ＸＸＸ

37.2.1.1  ＸＸＸ

37.2.1.2  ＸＸＸ

37.2.2  

ＸＸＸ

37.2.2.1  ＸＸＸ

37.2.2.2  ＸＸＸ

インデント型ツリー型

４-１ ＷＢＳの定義 ４．ＷＢＳの作成

【P 257～P 258】

３部５章 資源マネジメント
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制約性

相互関係性

再資源性

金融資源

情報資源物的資源

知的資源基盤資源

人的資源

• プロジェクト要員（組織内、派遣）
• 役務請負

• 資材
• 場所
• 装置
• ソフトウェア
• エンジニアリング環境

• 資本・負債
• 株式

• ネットワーク
• 経理システム等の組織内システム
• エンジニアリングツール
• プロジェクトマネジメント情報システム

• 知的所有権
✓ 特許
✓ 実用新案
✓ 商標
✓ 著作権
✓ ノウハウ/ナレッジ
✓ ブランド

• マネジメント関連データ
✓ 基準・ガイドライン
✓ テンプレート
✓ 過去の実績
✓ 各プロジェクトデータ

• 組織共有データ
✓ イントラネット情報

１-１ 資源マネジメントの目的 １．概要

プロジェクトにおける資源（6種類）

• 一般情報
• 業界情報
• 営業情報
• その他、必要な情報

• 組織内技術
✓ 先端技術分野、コア技術
✓ 人材の特定

【P 268】

３部 タイムマネジメント
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イベント
(orノード)

ADM

PDM

現在はこちらのPDMが
多用されている

ネットワーク手法とはプロジェクトを完成させるた
めの各作業を明確に定義、区分し、これらの論
理的相互関係を矢印で結び、ネット状に表示し
たものをいう

出典：アルテミス教育資料

表現方法には、アロー型（ADM：Arrow Diagram Method ）と
プレシーデンス型（PDM：Precedence Diagram Method）がある

具体的に提案されたもの
CPM：Critical Path Method

PERT：Program Evaluation and

Review Technique 

タスク

ダミー アロー

タスク

コンストレイント

２-７ ネットワーク手法(１) ２．スケジュールの立案

３部 コストマネジメント
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ＥＶＭで使われる用語の定義

コスト

時間

出来高(EV)
（アーンドバリュー）

スケジュール差異(SV=EV-PV)

コスト差異(CV=EV-AC)

今後完成までの
予想額(ETC) 完了時総予算(BAC)

（完成時総予算）

コスト効率指数(CPI=EV/AC)
スケジュール効率指数(SPI=EV/PV)

最終推定コスト(EAC)

期間予算(PV)
（プランドバリュー）

実際発生コスト(AC)
（実コスト）

３-４ アーンドバリューマネジメント （計画１１） ３．予算設定

【P 323】

３部８章 リスクマネジメント
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リスク対応とは？

移転 保有回避 分散 転嫁軽減

リスクコントロールプラン リスクファイナンス

リスク対応策の構成

５-２ リスク対応策の構成

リスク事象
損失の発生

【リスクが起こる前の対応策を考える】
発生を抑制する、たとえ発生しても影響度を
できる限り小さくする対応策を考える

【リスクが起こった後の対応策を考える】
リスクが発生した場合の後の対応策を
予め考える

プロジェクトにて分析・評価されたリスクを、低減 除去するための対応策のこと

５. リスク対応策の策定

【P 354】

１部 Ｐ２Ｍの特徴と概要
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概要 ［プロジェクトマネジメントの発展］

2001年～

◆タイム、品質、コストなどの目標を
明確にして成果を実現

◆ピラミッド・万里の長城・・・

1950年代

1980年代

◆プロジェクトマネジメント（ＰＭ）の
実行方法をプロセス化し、成果を実現する

◆環境変化に対応し複雑化する課題に
解決の道を開き 企業価値創造を実現
Ｐ２Ｍ

目標志向ＰＭ

プロセス志向ＰＭ

ミッション志向ＰＭ

黎明期

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
展

統合マネジメント

☆経験豊富な講師が質の高い講義を提供しています。
☆講義テキストはP2Mの体系的知識を要約したもので価値あるものです。
☆スキルアップ応援キャンペーン期間中に対象商品をお買い上げ頂いた
   方に、P2M標準ガイドブックをプレゼントします。
   対象商品： プロジェクトマネジメント一括購入

 プログラムマネジメント一括購入
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